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  2026 年 3 月 5 日 
Japan Institute for Health Security 

国立健康危機管理研究機構 

配信先：厚生労働記者会 厚生日比谷クラブ 

 
 

アフリカ疾病予防管理センター（Africa CDC）と国立健康危機管理

研究機構（JIHS）が協力覚書を締結 
～ グローバルヘルス・セキュリティ強化に向けた連携を推進 ～ 

 
 

 アフリカ連合（AU）の公衆衛生機関であるアフリカ疾病予防管理センター（Africa Centres for 

Disease Control and Prevention：Africa CDC）と、国立健康危機管理研究機構（Japan Institute 

for Health Security：JIHS）は、健康危機管理、感染症対策、研究および公衆衛生人材育成におけ

る協力を強化するため、協力覚書（Memorandum of Cooperation：MOC）を締結しました。 

 

 本覚書は、2026年 3月 5 日、Africa CDCジャン・カセヤ事務局長（H.E. Dr Jean Kaseya）によ

りエチオピア・アディスアベバにおいて、また国立健康危機管理研究機 國土典宏理事長により東

京において、同時に署名されたものです。本覚書では、新興・再興感染症を含む公衆衛生上の脅威へ

の対応およびパンデミックの予防・備え・対応（Pandemic Prevention, Preparedness and Response：

PPR）の強化に向け、両機関の協力を一層推進する枠組みを定めています。 

 

 本協力のもと、感染症サーベイランスおよび早期警戒体制の強化、検査および研究能力の向上、

公衆衛生上の緊急事態への協調的対応などの分野において連携を進めます。また、体系的な研修プ

ログラム、機関間交流および技術協力を通じて公衆衛生人材の育成を促進し、強靱な公衆衛生機関

の構築を支援します。 

 

 Africa CDCのジャン・カセヤ事務局長は、次のように述べています。 

「健康危機は国境を越えて広がるものであり、その備えには強固なパートナーシップが不可欠であ

る。JIHS との今回の協力により、科学的連携が強化され、公衆衛生機関および人材の能力向上が促

進されるとともに、感染症の予防、検知および対応能力のさらなる強化につながることを期待して

いる。」 

 

 また、本協力は、人獣共通感染症、薬剤耐性（AMR）などの新たな健康リスクへの対応に向け、One 

Healthおよび気候変動に強靱な公衆衛生アプローチの推進にも寄与するものです。 

 

 国立健康危機管理研究機構の國土典宏理事長は、次のように述べています。 

「JIHS は、感染症インテリジェンス、研究開発、臨床専門性および国際協力を統合した国家的機関

として設立された。Africa CDCとの本パートナーシップを通じて、共同研究の推進、人材育成の強

化、そして地域および世界の健康危機管理に資する実践的な協力の拡大を期待している。」 

 

 本協力は、科学的根拠に基づく備えの強化と、アフリカおよび日本の研究者、臨床医、公衆衛生専

門家の間での相互学習の促進という共通の理念を反映するものです。 

 

 また、本連携は、Africa CDC 戦略計画（2023–2027）およびアフリカ保健安全保障・主権アジェン

ダ（Africa Health Security and Sovereignty：AHSS）を支援するものです。両機関は、優先活動、

実施スケジュールおよび実施体制を定めた共同アクションプラン（Joint Action Plan）を通じて、

本覚書に基づく協力を具体化していく予定です。 
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締結時の様子 

 

Africa CDC について 

 

アフリカ疾病予防管理センター（Africa Centres for Disease Control and Prevention：Africa 

CDC）は、アフリカ連合（AU）の公衆衛生機関であり、自律的な機関として、AU 加盟国に対し、保健

システムの強化、疾病サーベイランスの向上および公衆衛生上の緊急事態への備えと対応能力の強

化を支援しています。 

 

詳細は以下を参照。 

http://www.africacdc.org 

 

JIHS について 

 

国立健康危機管理研究機構（Japan Institute for Health Security：JIHS）は、感染症およびその

他の健康危機への備えと対応能力の強化を目的とする日本の国立機関です。 

 

国立感染症研究所（NIID）および国立国際医療研究センター（NCGM）の統合により設立され、感染症

インテリジェンス、研究開発、臨床機能および国際協力を統合した科学拠点として機能しています。 

 

詳細は以下を参照。https://www.jihs.go.jp/index.html 

 
 

【問い合わせ先】 

Africa CDC 

Margaret Edwin 

Director of Communication and Public Information 

EdwinM@africacdc.org 

 

国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局 広報管理部 

Tel：03-3202-7181 E-mail：press@jihs.go.jp 
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